
九州大学アクティブラーニング教室 

「アクティブラーニングを可能にする協同学習」 

（文部科学省教育関係共同利用拠点事業） 

 

関係各位 

 

九州大学 基幹教育院 次世代型大学教育開発センター 

 

 このたび、下記の通り九州大学アクティブラーニング教室「アクティブラーニングを可

能にする協同学習」を開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

 

【趣旨】 

 能動的な学修にとって仲間同士の学び合いが有効であることが知られています。そのた

め、多くの能動的学修手法がグループ単位の学修活動を用いています。一方で、受講者の

態度、取り組み姿勢はその学修効果に大きく影響します。つまり能動的学修を成功させる

には、学修者が共に学ぼうとする姿勢、相互の信頼関係を持っていることが重要であると

言えます。しかし、特に現代の日本では相互の信頼関係の構築自体が難しい場合も多く、

能動的学修がうまく機能しないこともあります。 

 協同学習は「学生が自らの学びと仲間の学びを最大限にするために共に学び合うグルー

プを用いた学習法」と定義されています。能動的学修手法の 1 つと捉えることができます

が、その中には心理学に基づいた、「共に学ぼうとする姿勢」を培う多くの技法が含まれて

います。「共に学ぼうとする姿勢」が無いなら作れば良いわけです。これまでの取り組みか

ら、このような協同学習スキルを用いることで、様々なアクティブラーニングプログラム

を活性化させることができると感じています。久留米大学の実習で実践した体験を元に、

協同学習スキルのいくつかを皆さんと体験し、日頃の取り組みへの協同学習スキルの導入

について考えていただく機会を作りたいと思っています。 

 

【日時】令和元年 9月 13日（金）15:30～17:30（受付開始 15:00） 

【会場】九州大学 伊都キャンパス センター1号館 1409教室 

 https://www.kyushu-u.ac.jp/f/35762/2019ito_2.pdf ※キャンパスマップ 59番です。 

 

【定員】40名（先着順） 

【参加費】無料 

【対象】協同学習に興味のある方ならばどなたでも参加できます。 

【講師】太田啓介（久留米大学 医学部 先端イメージング研究センター・教授） 

 



【プログラム】 

15:30～16:30 解説「協同学習とは」 

16:30～17:30 グループワーク・全体討論 

※プログラムは変更する場合があります。 

 

【参加申込】http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/~cfde/form/#form20190913  

      ウェブサイト内の申込フォーマットにてお申し込みください。 

【申込締切】9月 9日（月）17:00（ただし、定員に達し次第、受付を終了します。） 

 

【参加者へのお願い】 

・当日は報告書等利用のための写真撮影を行います。予め、ご承知おき下さい。 

・駐車場は限られておりますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。 

 

【問い合わせ先】 

九州大学 基幹教育院 次世代型大学教育開発センター 

Tel：092-802-6070 E-mail：kyoten★artsci.kyushu-u.ac.jp（★を@に置き換えて下さい。） 

（タイトルに【9/13九大 AL教室】と記載して頂けますと幸いです。） 

 

＊平成 28年 7月に、九州大学基幹教育院は「教育関係共同利用拠点」として文部科学省か

ら認定され、その実施組織として「次世代型大学教育開発センター」を設置いたしました。

教育関係共同利用拠点とは、多様化する社会と学生のニーズに応えつつ質の高い教育を提

供していくために、各大学の有する人的・物的資源の共同利用等を推進するものです。 

次世代型大学教育開発センター ウェブサイト：http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/~cfde/  

 

以上 

http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/~cfde/

